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コロナ禍で得た教訓 

副校長 萩原忠幸 
 

令和２年も残すところ１か月とな

りました。皆様のご協力のおかげで

新校舎落成式も無事終了し、我

らの学び舎「阪本小学校」の新し

い歴史が幕開けしました。 

児童代表として式に参加した４

年生から６年生の喜びの言葉や

邦楽演奏は実に堂々とした振る

舞いで、様々な方から「これから

の子どもたちがどのような阪本を創

ってくれるのか楽しみ」等、嬉しい

言葉を数多く頂戴いたしました。 

改めて、大勢の地域や卒業

生・関係者の方々に見守られ、

伝統を築きあげてきた１４７年の歴

史の重みを深く実感するとともに、

今在籍する子どもたちが、今後 

１００年・２00年と続くであろう阪本

小を皆で発展させてくれることを心

より期待しています。 

さて今年は、新型コロナウィルス

の感染拡大に伴い、学校一斉休

校、各種イベントの中止など、今ま

でにない一年となりましたが、振り

返ると様々な教訓も得られたので

はないかと考えています。 

 まずは、最新科学情報から解

明された正しい知識を基に正しく

恐れることが重要だということで

す。当初、新型コロナウィルスは

26°～２７°のお湯で死滅する。

致死率 15%・感染率 83%で人

類史上最凶のウイルス。など何

の根拠もない情報が流れまし

た。しかし、次第に飛沫・接触感

染することが判明し、消毒、手洗

い、換気などで抑止できることが

明らかになりました。 

時間経過とともに明らかになる

客観的事実に基づき、何事も過

剰反応せず少しずつ軌道修正し 

 

 

ながら対応することが大切だと考

えさせられました。 

 次に、論理的に考え、冷静な行

動が大切ということです。感染確

認後、トイレットペーパーがなくなる

というデマが流れ、店頭から品物

がなくなるという現象も発生しまし

た。様々な情報がＳＮＳで瞬く間に

拡散する中で、ネット社会の危険

性とともに自分自身が冷静に考

え、今取るべき行動は何かを改め

て問い直す機会にもなりました。 

 最後に、責任ある行動が大切と

いうことです。陽性反応が出て自

宅待機を求められていた人が、飲

食店をはしごしたというニュースもあ

りました。コロナ禍に限らず、私た

ちは行動するたびに常に判断を求

められています。時には自分の行

動は本当に正しいのか迷うときもあ

るかと思います。 

しかし、最終的には、他人に迷

惑をかけず、自分自身の身を守る

方策は何か、自らの責任におい

て考え、行動していくことが大切で

あり、一人一人が絶えず想像力を

働かせて判断していくことに尽きる 

のではないかと考えます。 

 先日来、新型コロナウィルスの

新規感染者数が増え、マスコミ

等の報道からは「第３波への突

入」と言われています。また、これ

からの時期はインフルエンザ等に

も十分気を付けることが必要で

す。冬休みに入り、人混みに出か

ける機会も多くなるかと思います。

マスクの使用や咳エチケットはもち

ろん、その外出が今必要なのか

等、私自身も新型コロナウィルス

から得た教訓を基に責任ある行

動をとっていきたいと考えます。 
 
＜教育相談日＞毎週火・金曜に
スクールカウンセラーが相談に
応じます。 

日 曜 1２月行事予定 

1 火 

全学年５時間授業 

国会見学（６年） 

個人面談⑥ 

2 水 巡回平和展終 

3 木 全学年５時間授業 

4 金  

5 土 土曜授業 コレド阪本 

6 日  

７ 月 
よい歯の講話 

コレド表彰 

8 火 安全指導 

9 水 全学年５時間授業 

10 木 法教育（５年） 

11 金  

12 土  

13 日  

14 月 青空班活動 

15 火  

16 水 食育（６年） 

17 木 

１年５時間授業 

２～６年午前授業 

避難訓練 

18 金 特別支援教室終 

19 土 
学校公開 

伝統文化理解教室 

20 日  

21 月 能楽教室（６年） 

22 火 アウトリーチコンサート（４・５年） 

23 水  

24 木  

25 金 
全学年午前授業 

終業式 給食終 

26 土 冬季休業日始 

27 日  

28 月  

29 火 学校施錠 

30 水 学校施錠 

31 木 学校施錠 


